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　今年度は在宅医療を実践している医師及
び今後在宅医療に取組む医師を対象に、自
宅で最後を迎えたい、可能な限り自宅で過ご
させたいという患者・家族の希望に添えるよ
う、がん患者の終末期医療・ケアについての
研修会を開催します。
　在宅医療現場での疑問・不安について相
談し解決していく場になればと考えており
ます。一人でも多くの先生方に是非ご参加い
ただきます様よろしくお願い申し上げます。
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在宅におけるがん終末期の
疼痛緩和について

～麻薬の導入から症状の進行に伴う投与方法の変更なども含めて～

在宅におけるがん終末期におこる
様々な症状への対応について

～腹水・喘鳴など事例も含めて～

具体的 にレクチャーします！
明日から 実践 できるように、

超！  具体的超！  具体的超！  具体的
超！  実践的超！  実践的超！  実践的

PCAポンプは
どこに依頼したら

いいの？

患者さんの喘鳴を
なんとかしてあげたい

在宅で腹水穿刺する場合は？

処方箋の書き方から
レクチャーします！

事例を通して
学べます！

必要物品や
エコーの紹介を
します！

依頼の仕方を
シミュレーションします！

無　料受講料

（かかりつけ医、勤務医、在宅医療に携わる医師または、
興味のある医師、介護施設等で診療される医師など）医 師

京都府医師会館３階
310 会議室

対　象

会　場

定　員 （お申込み先着順、　定員になり次第締切ります）4 0 名

申込み 申込書
京都医報（巻末のサポートセンター通信）、FAX情報、
当ご案内の裏面にございます「講座申込用紙」、ホーム
ページの専用申込みフォームのいずれかにご記入い
ただき、お申込みください。

在宅で

麻薬を使
いたい

実践編

京都府医師会在宅医療・地域包括ケアサポートセンター（TEL 075-354-6079 ／ FAX 075-354-6097）【問合せ】

4. 医師－患者関係とコミュニケーション　
18. 全身倦怠感 51. 嘔気・嘔吐　53. 腹痛（各 0.5 単位）

日医生涯教育
カリキュラムコード
（２単位）

10. チーム医療　45. 呼吸困難　80. 在宅医療　
81. 終末期のケア（各 0.5 単位）

日医生涯教育
カリキュラムコード
（２単位）

平成
29年度

6.15（木）
18：00～20：00

7.19（水）
14：30～16：30

8.10（木）
18：00～20：00

9.20（水）
14：30～16：30

あれこれみんなで考えましょう！あれこれみんなで考えましょう！あれこれみんなで考えましょう！
在宅におけるがん終末期の
「疼痛緩和」「症状への対応」について
在宅におけるがん終末期の
「疼痛緩和」「症状への対応」について
在宅におけるがん終末期の
「疼痛緩和」「症状への対応」について



京都在宅医療塾Ⅱ 講座申込用紙
FAX：（075）354-6097

参加される講座について〇印をお付けください。

※駐車場に限りがございます。
　できるだけ公共交通機関をご利用ください。

所 属 機 関 名

電 話 番 号

ＦＡＸ  番 号

所 属 地 区

氏 名

会　場

N

千本通り南行からの
車の右折進入は
できませ ん ので
ご注意ください。

参　　加

6月15日（木）18：00～20：00

7月19日（水）14：30～16：30

8月10日（木）18：00～20：00

9月20日（水）14：30～16：30

日　　　　　時内　　　　　容
保育ルームご利用の方は
お子様の人数、年齢、性別を
お書きください
（※生後 6ケ月以上に限ります）

参　　加日　　　　　時内　　　　　容
保育ルームご利用の方は
お子様の人数、年齢、性別を
お書きください
（※生後 6ケ月以上に限ります）

※保育ルームは夜間開催の木曜日のみ設置しております。
　受講票は開催２週間前を目途に送付致しますが、早めにお手元に欲しい場合は当センターまでご連絡ください。
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